	基本操作－４４
	酸 素 検 知 器 の 取 扱 い
	作    成
	

	
	
	
	

	
 
	ポイント

	
	 吸引式の場合は、操作前にホース、ジョイント部の点検を実施する。

(3)指示が安定するまで空気を吸入させて、２１％へ調整する。

(4)指示が１６％～１８％程度まで下がることを確認する。

(5)酸欠指示場所の作業環境測定は、酸素欠乏危険作業主任者が安全衛生管理規程に従い測定のこと。

(6)検知器のガスを充分パージした後スイッチを切る。
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スイッチを入れる





電圧が規定値以上示すことを確認する





呼気を吸引させ、指示が下がることを確認する





スパンを調整する





測定する





スイッチを切る
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